
教育データ利活用に向けたシステム利用状況調査



調査概要

全国の自治体における教育データ利活用の概況をアンケートで把握の上、ヒアリングにて特に先進的に取り組んでいる（又は効
果的な活用を目指し実証を行っている）事例の深掘りを行いました

• これから教育データの利活用を実施していく自治体等の参考になるような情報を収集し、展開すること

※第5回コミュニティにて結果を共有
目的

アンケート

• 対象：全自治体

• 回答自治体数：1,798教育委員会中1,530（85.1%）
対象

• 10自治体

※教育データ利活用の目的や方法が幅広くなるよう選定

• 2025年8月22日（金）～2025年9月30日（火）期間 • 2026年10月～12月

• 文部科学省WEB調査システムEduSurvey
• 自治体から提出のあったExcel・PDFファイル

実施方法 • オンライン会議

• 教育データ利活用の状況（パターン1～3）

• 教育データ利活用の目的

• 使用しているツールやシステム、データ項目

• 教育データ利活用を行っておらず、検討もしていない場合、そ

の理由 等

調査項目

• 教育データ利活用の目的・その背景課題

• 取組内容の詳細（使用ツールやシステム、データ項目）

• 教育データ利活用方針を決めるプロセス

• 教育データ利活用による効果

• 学校現場での主体的な利活用を促すための工夫

• 効果検証の有無・内容

• 構築・運用における課題

ヒアリング



1. 栃木県矢板市『体力テスト結果の迅速な見える化による授業改善』(パターン1)

2. 宮城県『「みやぎ学力状況調査」を踏まえた各校の教育活動の改善』(パターン1)

3. 岐阜県岐阜市『朝夕の健康観察による子どもが安心できる居場所づくり』(パターン1)

4. 鹿児島県長島町『単元の見通し・振り返りによる授業改善・自律的な学びの実現』(パターン1)

5. 千葉県『施策前後の学力比較による教育施策の効果検証』(パターン1)

6. 滋賀県長浜市『心の調子や学習状況を踏まえた個別支援』(パターン2)

7. 鹿児島県鹿児島市『学習・生活状況の見える化による、授業改善や個別支援の実施(パターン2)

8. 山梨県甲府市『健康観察×端末ログで、生活習慣の改善』(パターン3)

9. 東京都『在校等時間の見える化による働き方改革の推進』(パターン3)

10. 福島県いわき市『多角的なデータを活用した学級づくり・授業改善』(パターン3)

1 教育データ利活用の加速化事業

システム利用状況調査事例一覧

教育データの利活用にこれから取り組んでいく自治体等の参考としていただくことを目的に、既に取組に着手されている自治体への
ヒアリング等を通じ、取組概要や活用しているシステム・ツール、具体的な活用方法の事例を取り纏めました

※パターン1~3の定義については、p.7下部注記参照



クラス平均や全国平均との比較も可能。

栃木県矢板市『体力テスト結果の迅速な見える化による授業改善』(パターン1)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ2

具体的な活用方法

概要
矢板市では、児童生徒の体力低下に課題意識があり、児童生徒の体力向上
を目的にデータを活用している。
モデル校3校（小2校、中1校）で、体力テスト結果をアプリに入力し迅速に可
視化することで、授業や業間の体力づくりの改善に活かしている。

 ALPHA：体力テストの計測・集計・分析をデジタル化するシステム。体力づくりの
ための動画も閲覧可能。

データ入力

教委へのデータ提出

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 20mシャトルラン 50m走 立ち幅跳び ボール投げ
組 平均 8.86 14.93 27.93 25.07 15.86 11.72 87.93 6.21

Tスコア 51.69 56.75 49.17 46.28 50.4 50.49 37.83 52.99
全国 平均 8.52 11.77 28.49 26.88 15.6 11.77 108.42 5.63
全国平均を下回った種目：長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び

測定結果をみる

今年の結果 あなたへのアドバイス 基準表

自分の結果 全国平均 得 点 総合評価 総合得点 体力要素と評価
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記録を編集する

手、とくにゆびさきの動きには多くのし
んけいがかかわっているため、てやゆび
のうごきでかんかくしんけいや運動しん
けいをしげきし、のうのはたらきをかっぱ
つにしましょう。すでにあくりょくの強い
あなたは、ゆびさきをきように動かすこ
とをいしきしながら、手、ゆびのかんか
くをひつようとするトレーニングをおこ
なってみましょう。そのためには、せいか
くなボールなげやバレーボールのオーバー
ハンドトスのような「トレーニングがゆう
こうです。
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集計・分析

過去の結果

表 グラフ

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3
身長 139 148 149 150 153 156 156 160 167
体重 39 43 48 50 55 59 60 65 70
握力 20 21 22 23 24 25 27 25 28

上体起こし 13 15 16 16 17 18 18 10 20
長座体前屈 15 18 19 28 19 20 20 20 20
反復横跳び 18 18 19 17 18 19 19 20 20

持久走 ー ー ー ー ー ー 5分20秒 4分50秒 4分35秒
20m

シャトルラン 26 30 35 36 38 38 40 40 60

50m走 10.4 9.3 9 8.9 8.4 8.3 8.2 7.5 7.5
立ち幅跳び 105 200 210 220 224 225 239 240 259
ボール投げ 10 12 14 15 15 16 18 18 18

課題等の把握

教職員は体育の授業や体力づくり活動を改善できる

アドバイス動画視聴 体の動かし方の改善

児童生徒が伸ばすべきポイントを理解することで、意欲をもった活動に繋がる

目標設定

授業改善の検討

教員研修等への反映

教職員の指導力向上が図られる教職員の業務効率化に繋がる

図1：体力テストの個人結果/分析閲覧ページ

図2：過去の体力テスト結果閲覧ページ

データ項目
 基本情報
 健康情報

(身長/体重)
 体力テスト結果

活用システム/ツール

児童生徒

教員

教員 教委

児童生徒



宮城県『「みやぎ学力状況調査」を踏まえた各校の教育活動の改善』(パターン1)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ3

具体的な活用方法

概要
宮城県は、県立高校の学力向上を目的に、県独自の学力状況調査を実施し、県
立高校全体で、データを活用している。
調査で得られた結果を県立高校に共有するとともに、各校での詳細な分析ができる
環境を整えることで各校における教育活動改善のサイクルを回すことを促している。

 独自分析システム：学力状況調査の結果を読み込み、項目を選択すると、
簡単に分析ができるシステム

調査実施 教育委員会による
結果集計・共有 各校による報告 各校の取組方針検討

各校の主体的な教育活動の改善を促すことで、
県域全体での学力底上げに繋がる

各校での詳細分析

授業改善の検討

生徒指導への活用

保護者と情報共有が図られる気になる生徒の支援ができる

図2：学力と生活状況の相関

データ項目
 学力(国数英)
 授業理解度
 生活状況(勉強時間/

スマホ使用時間等)

図1：分析システムの項目選択画面
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 (1)-1. 毎日同じくらいの時刻に寝ている
 (1)-2. 体調はよい
 (1)-3. 熟睡ができている
 (2)-1. 学校生活に充実感や満足感を感じている

2. 心身の健康、志教育等 ▼
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苦手分野

活用システム/ツール

教員

教員

教員

教科ごとの全体
の正答率に加え、
大問や小問ごと
の正答率の分析

が可能
躓きがある単

元等を見つける
のに繋がる

勉強時間・スマホ使用時間・睡眠時間・学校生活へ
の満足度等、生活状況の項目ごとに分析が可能

学力との相関を見ることも可能

生徒

教員

各校は早期に生徒の苦手分野を発見し、授業改善に繋げ
られる

教員



岐阜市『朝夕の健康観察による児童生徒が安心できる支援体制づくり』(パターン1)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ4

具体的な活用方法

概要
岐阜市は、児童生徒が安心できる支援体制づくりを目的に、全小中学校・義
務教育学校で児童生徒の「からだ」と「こころ」の健康データを活用している。
1日に2回（朝・夕）行う健康観察の結果を基に、気になる変化が確認できた
児童生徒への迅速な声がけにつなげている。

 ここタン：児童生徒が相談したい内容と相談したい教員を選んで、気軽にSOS
を発信できるシステム

健康観察(朝/夕) 集計・可視化

学校全体の様子確認

管理職も含め、学校横断で児童生徒への支援ができる

児童生徒へ声かけ支援対象可視化

担任へ様子を聞き取り

図1：クラス全体の様子を確認するページ

図2：個人の健康ダッシュボード

データ項目
 からだやこころの状態
 聞いてほしいことがあ

るか ー ー

2B01

3 3

2B04

4 3

2B07

3 3

2B10

3 3

2B13

3 3

2B02

3 3

2B05

3 5

2B08

5 5

2B11

4 3

2B14

3 3

2B03

3 4

2B06

3 3

2B09

3 3

2B12

4 4

2B15

!
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クラス：2-B 2025/01/30

クラス：2-B 2025/01/30 児童A

2年Ｂ組
児童A

状況 更新日 こころ
対応 声掛

対応済
内容 先生

対応中 1月19日 学校のこと 田中 ー 1 ー
対応済み 12月23日 友達のこと 田中 1 1 頑張ってみる

対応数

日々の健康記録/保健室来室記録の推移
（グラフ等で表示）

聞いてほしいことの対応状況

スコアが低下している
児童がいるが、気にな

る様子はないか？

スコアの低下

「聞いてほしい」
気持ちの汲み取り

聞いて
ほしい！

活用システム/ツール

教員

管理職/養護教諭/ここタン担当

児童生徒の変化を把握し、
声がけ・支援等による
早期対応に繋がる

教員

児童生徒



単元の振り返り
自分の考えを持つとき、目的と条件に合う、簡単な遊びを探した。話し
合いの仕方を確かめるとき、これからの学習で重要だったことや、今回の
単元で重要だと思うところに線を引いて行った。考えを広げる話し合いの
とき、それぞれ大事なことを確認出来た。話し合いは、1限でまとめられな
かった。意見への質問や、意見から話を広げることができなかったからだ。
次に話し合いをするときは、ただ意見を言うだけでなく、そこから広げられる
ようにしようと思った。

教材名【みんなで楽しく過ごすために】
この単元では、目的や条件に応じて、みんながなっとくできる結論にたどりつける

ような話し合いをする力をつけるための学習をします。
そのための学習のポイントは、目的と条件を照らして、複数の意見を関連付ける

言葉を使うことや、質問して考えを広げたり、問題点や改善点を明らかにして考え
をまとめたりすることです。
「1年生と遊ぶ日」についての話し合いをする。

⑤話し合い

1時間で、まとめられなかった。質問などで広げられ
ず、反応もできなかったから、出来なかったと思う。
言った意見に対しての反応や、反論・具体的な解
決策が足りなかったから、仮の結論を出せなかった。

②自分の考えを持つ

インターネットで、自分がやったことのある、かつ、誰
でもできる遊びを探した。メモをするとき、文で書いて、
説明しやすくなるよう書いた。納得できるような理由
と根拠を考えた。

③④話し合いのしかたを確かめ、進行計画を立てる

話し合いをするときに大事な点を確認できた。自分
が話し合いをするとき、主張・理由・根拠を明確に
して自分の意見を言いたい。他にも、反応したり、
条件を考えて質問したりしたい。特に、反応するの
は苦手なので、反応をしっかりしたい。

①学習の見通しを立てる

私は「1年生と遊ぶ日」について話し合うことにした。
条件が、1年生も楽しめるように、単純な遊びになっ
たので、目的と条件をいしきして次の時間は、自分
の考えを持てるようにしたい。

⑥話し合ったことを報告する・単元を振り返る

長島町『単元の見通し・振り返りによる授業改善・自律的な学びの実現』(パターン1)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ5

具体的な活用方法

概要
長島町では、町内研究校を中心に、単元の目標を踏まえた振り返りを毎時間行
い、単元を通して、児童生徒がどのように変容したかを見て分かるようにしている。
教員の授業改善と共に、児童生徒の自律的な学びに繋げている。

児童生徒が
単元開始時に、単元目標を確認する

児童生徒が授業を受ける

児童生徒が
授業後に、授業の振り返りを記入する / 

単元終了時に、単元の振り返りを記入する

教員がワークシートをロイロノート上に準備する

児童生徒が、
単元前後で

自分の考え等がどう変
化したのかを振り返る

教員が、単元目標に向
かって、児童生徒が必
要な学びが積み上げて

いるかを見取る

教員の
授業改善に繋がる

児童生徒の
自律的な学びに繋がる

単元目標単元の振り返り

授業毎の振り返り

活用システム/ツール
 ロイロノート：タブレット上で使えるデジタルノート。児童生徒の思考を表現し、ア

ウトプットを教員・児童生徒間で共有したりできる。

教員

児童生徒

児童生徒

児童生徒

児童生徒 教員

図1：各児童生徒のタブレット上に表示されるワークシート



千葉県『施策前後の学力比較による教育施策の効果検証』(パターン1)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ6

具体的な活用方法

概要
千葉県では、塾講師を学習支援員として配置する事業の効果検証を丁寧に行う
ことで、学力や学習意欲向上を明確に示し、予算獲得や、市町村教育委員会に
対して学習支援に係る外部人材活用を後押しするための根拠としている。

活用システム/ツール
 学力テスト・アンケート・授業観察を組み合わせ、効果検証を実施

事業を設計 効果検証の内容を定義

 塾講師が授業補助＋補習を行う
ことにより、学力は向上するか？

 教員と塾講師がどのように連携す
ると効果的か？

事業開始前にデータ収集

事業実施後にデータ収集

事業を実施

効果検証

市町村教育委員会の外部
人材配置を後押しとなる

塾講師を授業補助＋放課後の補習
担当として配置し、学力向上に繋げる

好事例を発信する

予算獲得の後押しとなる

塾講師を授業補助＋
放課後の補習担当として配置

データ項目
 学力
 学習意欲

民間事業者のテストや
独自アンケートを実施

データ項目
 学力
 学習意欲

民間事業者のテストや
独自アンケートを実施

教育委員会による
授業観察

事業を改善する

80
85
90
95

100
105
110
115
120

5月 12月

中学生の学力の変化
※対象校平均正答率を全国平均正答率で

割った値（全国を100として表示）

数学 英語A

英語B 全国

教育委員会による授業観察の結果、
塾講師が授業補助でTT指導に留まるよりも、

習熟度別で少人数指導を行った方が効果的で
あることが示唆された。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5月

12月

授業でわからないときに、自分から質問している割合
（中学生・数学）

質問している 少し質問している

あまり質問していない 質問していない

事業前後の学力・学習意欲の変化や、効果的な塾講師の活用方法を検証

学力の向上

学習意欲の
向上

教委 教委 教委・学校 教委・学校

教委・学校 教委・学校



長浜市『心の調子や学習状況を踏まえた個別支援』(パターン2)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ7

具体的な活用方法

概要
長浜市では、全小中学校で、児童生徒の心の調子等の毎日のアンケート、AIドリ
ルでの学習状況や、出欠状況のデータをL-Gate（学習eポータル）で一元的に見
える化し、それぞれの児童生徒の状況を教職員全体で共有し、心の落ち込み等が
見られる児童生徒へ早めの個別支援や、家庭学習の改善に繋げている。

活用システム/ツール
 L-Gate：MEXCBT等へ接続するための入り口となる学習eポータル
 Qubena：AIデジタルドリル
 MEXCBT：オンライン上で学習やアセスメントができるプラットフォーム
 教務手帳：教員が出欠等を登録するシステム

データ収集
データ項目
 心の調子
 朝食の有無
 睡眠の様子

データ項目
 出欠

見える化 教職員間で状況確認 児童生徒へ声かけ

心の落ち込みが見られ
る児童生徒や、

生活習慣が気になる児
童生徒へ早めに声かけ

ができる

学習eポータルに
自動的に

データを集約

家庭学習の改善

日々、注視すべき児童生徒
はいないか？

家庭学習にはちゃんと
取り組めているか？

家庭学習の量・内容を
把握し、児童生徒へ
働きかけることができる

毎日のアンケートへ回答

AIドリルやMEXCBTで家庭学習

出欠を登録

データ項目
 取組問題数

教員 教員

児童生徒

教員

児童生徒

児童生徒



鹿児島市『学習・生活状況の見える化による、授業改善や個別支援の実施(パターン2)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ8

具体的な活用方法

概要
鹿児島市では、モデル校2校で、価値のある教育データ利活用のユースケース/
ノウハウの創出を目的に、学習や生活・健康、指導・支援に関するデータを一元
管理し、 「学習状況の変化」や「生活状況の変化」に着目し、気になる生徒を
ピックアップすることで授業改善や個別支援に繋がっている。

活用システム/ツール
 まなびポケット：多様な学習コンテンツの提供やデータの集約ができる「クラウド

型教育プラットフォーム」
 evanix：学籍・出欠席・成績の管理やダッシュボード機能等の統合型校務支

援システムの機能を備えたクラウドサービス

データ入力

データ項目
 心の健康観察
 授業の振り返り
 自己評価質問紙

見える化

アラートで躓き把握 授業/指導改善

学習eポータル
に自動的に
データを集約

必要な学習/復習の実施

児童生徒の自律的な学習に繋がる

いじめ・不登校の早期発見・早期対応に繋がる
保健室利用状況

生徒指導案件

児童A
学習 単元xxxで躓い

ている可能性有
児童B
生活 心の健康観察

でネガティブ回
答が増加

名前 項目 最新の状況
児童A 学習の遅れ状況確認中
児童B アレルギー 保護者へ連絡
児童C コミュニケー

ション
状況確認中

・・・ ・・・ ・・・

授業の振り返り確認

学校全体での支援/指導生活状況の把握

利用
者

種類 内容 対応

児童B けが やけど 冷却
児童F けが 突き指 冷却
児童Y 病気 発熱 ベッドで静養
・・・ ・・・ ・・・

単元テスト実施状況 学習アプリ 学習指示
実施状況

特に気になる児童の
ピックアップ

時限 月 火 水 木 金

1 国語 算数 生活 国語

2 国語 音楽 国語 道徳

3 体育 生活 算数 音楽

4 算数 国語 体育 算数

5 図画工
作

図画工
作

体育

2026年1月28日(木)1時間目

この時間を振り返ろう！

わかった/できた

楽しかった

振り返りコメント
問題を解くことができた。

図1：クラス全体・個人の様子を確認するダッシュボード

図2：個人の振り返りページ

テスト結果や授
業の振り返りより、

アラートを表示

心の健康の
変化

欠席/遅刻
の増加

教員

児童生徒

教員

〇年〇組

〇年〇組山田 太郎

児童生徒

教職員

データ項目
 保健室利用状況
 所見情報
 成績情報

毎日のアンケートへ回答
授業の振り返りを提出

保健室利用や生徒の状況、
学習状況を入力

保護者への連絡/情報共有

気になる児童生
徒の情報共有

生活

個人の状況に合わせた早期支援・指導に繋がる
この授業で印象に残ったのは？

写真A 写真B 写真C 写真D 写真E

日常所見
名前 カテゴリ 最新の状況
児童A 休み時間 仲間外れにさ

れていた
児童B クラス活動 キャプテン就任
児童C 国語 積極的に発言
・・・ ・・・ ・・・

保健室利用理由の
推移児童生徒一人ひとりの生徒指導案件・日常所見の内容を一覧で表示

欠席日数
10日

遅刻日数
14日

保健室来室数
8回

家庭保護者情報
• 3年3組のG君がお兄さん
• 共働きのため、連絡つきづらい可

能性有

引継ぎ事項
• 月曜日に体調不良で休むことが

多い
• 大きな音や声掛けに少し過敏

1年1組 児童A

生徒A
連続でネガティブ
回答
国語の学習意欲
が低いです

学習



甲府市『心の健康観察×端末ログで、生活習慣の改善』(パターン3)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ9

具体的な活用方法

概要
甲府市では、全小中学校で、子どもの状況に合わせた個別支援を目的に、教
科書やドリルアプリの使用状況、心の健康観察結果等をGoogle Cloudに集
約し、ダッシュボード化している。日々の心の健康観察に加え、端末使用状況も
見ることで、生活習慣の改善へアプローチしている。

活用システム/ツール
 Google Forms：オンラインアンケート
 Google Cloud：各種データを集約し一元化できるデータベース
 Looker Studio：様々なデータソースのデータを、グラフや表にできる可視化ツール

※Google Formsで集めた児童生徒のアンケート結果や、児童生徒のタブレットから収集したアプリ
利用状況等について、Google Cloudで集約し、Looker Studioで見える化している

データ入力

データ項目
 アプリ利用状況
 ネットアクセス状況

心の健康観察の見える化 端末ログの確認

児童生徒へ声かけ

気になる児童生徒へ
早めに声かけができる

データを自動的に
集約

保護者との連携

保護者と連携した生活
習慣改善につながる

クラス全体

体調 気分

●良い ●ふつう
●少し悪い ●悪い

●うれしい、たのしい
●ふつう
●つらい、かなしい
●いらいらする、おこっている

相談あり 1人 未回答者一覧
山田 太郎
鈴木 花子

・・・

図1：ダッシュボードクラス全体画面

教員 教員

毎日のアンケートへ回答

タブレットを使用

教員

児童生徒

児童生徒

個人

名前 体調 気分 朝食 就寝
時刻

今日の一言 困り事

A 〇 21:00

B 〇 22:00

C 〇 23:00 最近、友達と話せません ある

D 〇 22:00

E 〇 22:00 今日も元気です

図1：ダッシュボード個人ごとの画面

データ項目
 心の調子
 体調
 就寝時間
 相談有無
 一言コメント(任意)

深夜・早朝の
アクセス先

Googleスプレッド
シート

動画視聴

学習eポー
タル

が名
前

00:00 01:00 02:00 03:00 04:00 05:00 06:00 07:00

生活習慣に注視が必要な児童生徒は
端末使用状況も確認

※端末ログを教職員側で確認できる旨は児童生徒に説明の上、当取組を実施



東京都『在校等時間の見える化による働き方改革の推進』(パターン3)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ10

具体的な活用方法

打ち手の立案

圏域内で統一した分析環境
の整備により働き方改革の推

進に繋がる

管理職による分析

管理職間の情報交換

概要
東京都では、働き方改革を目的に、都立全校の校長が自校の在校等時間を
分析するダッシュボードと、保護者や地域に学校の勤務状況を公開するダッシュ
ボードを作成し、分析の効率化や、打ち手の立案、保護者や地域からの働き方
改革への理解醸成を図っている。

活用システム/ツール
 Power BI：様々なデータソースに接続し、データの可視化やレポート作成を行う

ツール
※出退勤管理システムで記録された日々の教職員の勤怠について、PowerBIへ連携し、見える
化している

ダッシュボードへ
取り込み

TOKYO都教職員
時間外在校等時間

見える化ボード

A高等学校

学校選択

2025/09

年月選択

職種選択

校長 副校長 主幹教諭等

主任教諭 教諭

各校業務負荷分析 A高等学校

0% 50% 100%

1-5年
11-15年
21-25年

45時間以下 46-80時間 80時間超

勤続年数別分析

5

副校長 主幹教諭

主任教諭 教諭

職層別推移分析

時間外在校等時間平均

51.9h

45
h 東京都立内

51位 / 256校

同校種内
42位 / 187校

前年度・前年度同月比

図1：在校時間分析ダッシュボード画面イメージ

学校名 今年度 前年度 前年度比 今年度の
選択月

前年度の
選択月 前年度比

A高等学
校 50.0 54.2 0.92倍 48 52 0.92倍

B高等学
校 60.0 58.3 1.03倍 59 57 1.04倍

C高等学
校 48.3 50.0 0.97倍 47 49 0.96倍

D高等学
校 67.5 75.0 0.90倍 65 72 0.90倍

教職員の属性ごとの集計結果を
表示可能 前年度との比較データも表示可能

管理職同士で働き方改革に
関する知見を横展開できる

データ項目
 在校等時間
 職層 / 性別

従前は分析レベルがばらついていたが、
フォーマット配布により一定水準の分析

が可能になった

管理職

管理職

データ入力

学校A

学校B

学校C

出退勤管理システムにて
日々の勤怠を記録

教職員



いわき市『多角的なデータを活用した学級づくり・授業改善』(パターン3)

教育データ利活用に向けた地方自治体コミュニティ11

具体的な活用方法

概要
教科学力や非認知能力、学習方略等の多角的なデータを組み合わせ、平均正
答率等の表面的な情報に加え、分布図や「インフルエンサー（影響を与えるもの）
分析」により、学校・学級の強みや課題の背景を理解し、改善の糸口となる情報
を把握し、全小中学校で学校運営や学級づくり、授業改善に繋げている。

活用システム/ツール
 PowerBI：様々なデータソースに接続し、データの可視化やレポート作成を行う

ツール
※全国学力・学習状況調査やふくしま学力調査、いわき市児童生徒理解アンケートI-SUSの結
果をPowerBIへ連携し、見える化している

データ入力 学校・学級単位でデータを見える化 教職員間で状況確認 授業改善

躓きが見られる領域に重
点を置いた指導や、効果
的な学習方略の推進等

データを手動で
集約

教科学力に影響を与えてい
る要素は何か？

非認知能力の強みや
課題に注目した

学級づくりの取組等

学級づくり等

教科学力に限らず、非認知
能力、学習方略も組み合わ

せた多角的な分析

質問紙調査より、教科学力
に影響を与えている質問を

抽出

各教科で、特に課題がある
領域はあるか？

市内全体と比べると、自校
の状態はどうか？

データ項目
 教科学力（全体、小項目別、回答方

法別）
 非認知能力（向社会性、自己有用

感、幸福感等）
 学習方略（主体的・対話的で深い学

び、ICTを活用した学び、柔軟的方略、プラ
ンニング方略、認知的方略）

全国学力・学習状況調査・
ふくしま学力調査に回答

いわき市児童生徒
理解アンケート(I-SUS)に回答

教員 教員

教員

児童生徒

児童生徒

データ項目
 生活充実度
 学校適応度
 学級風土
 自分の捉え方
 失敗への対処

学校運営
教委

データを踏まえた学校運営
方針の立案や教育課程の

編成・実施等

学力の分布はどうか？特に
低い層は存在するか？
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